
組織 内容

一般財団法人岐阜県身体障害者福祉協会 観光施設における心のバリアフリー認定制度について、事業所及び行政機関が連携し早々に進めていただきたい。

特定非営利活動法人
愛知県精神障害者家族会連合会

(あいかれん)

精神障害者の重度のかたの買物につきそっていていました。

レジで精算するときに、レジ係に、箸を欲しいと発言しましたが、レジ係は当事者に顔を合わせないといった態度でした。このた
め当事者は、とまどっていました。
ヘルプマークを持っていなかったので、レジ係は、精神障害者であることに気づかない様子で、次のお客の方を向いていました。
レジ横に箸が目の前にあり、わかるだろうと思っているようでした。

この場合、当事者はヘルプマークの携帯し、レジ係は、次のお客様の対応をしなければならないのなら、「少々お待ちください」な
どの声掛けをして応援を呼ぶなりする、合理的配慮を希望します。

特定非営利活動法人
　子育て支援のNPOまめっこ

1日の乗降人数が多くない駅でもバリアフリーは進めていただきたいです。

特定非営利活動法人
　子育て支援のNPOまめっこ

バリアフリーのルートをできるだけ多く設置してほしいです。目的地は様々なので、特に駅は全ての出入り口にエレベーターがあ
るのが理想かと思います。

困りごと・事業者や行政機関への要望（一覧）

社会福祉法人名古屋手をつなぐ育成会

トイレに困ります。障がい者用トイレが多く設置され嬉しく思いますが、オムツ替え等ができる大型ベッドが設置されていないトイ
レがまだまだ多いので、狭い車の中での着替えをしたりしなくてはなりません。
障がい者トイレの複数設置。トイレ時間がどうしても長くなるので、待っている方がいないかとても気になり安心して使用ができ
ない。
トイレもそうですがいろんな面でバリアフリーとは名ばかりで利用しにくい状況が多いと思います。（スロープの傾斜が急でもバ
リアフリーとか等）
宿泊施設を利用する際、異性介助の場合の入浴等でも困ります。
バリアフリーのハード面を補うのは、やはりソフト面の充実だと思います。気づかい、心配り等があれば充分ハード面の不足を満
たすことができるのでは。ちょっとした声かけ、理解等全ての人にお願いしたいです。まずは行政の方がお手本を示して社会生
活をして下さるのも良いかと思います。

参考資料２
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困りごと・事業者や行政機関への要望（一覧）
参考資料２

特定非営利活動法人
　子育て支援のNPOまめっこ

東京エリアの電車車内掲示板がとても分かりやすかったので、中部エリアの電車も新しいものに更新される予定があれば是非参
考にしていただきたいです。

特定非営利活動法人
　子育て支援のNPOまめっこ

電車内のアナウンスは聞き取れないことが多い（声量、独特のしゃべり方、スピードなどにより）です。

特定非営利活動法人
　子育て支援のNPOまめっこ

先日宮城県に視察に行ってきました。混乱する中で、各自が判断し、最善の選択をするしかないですが、「日常でできる以上のこ
とは、災害時にはできない」という言葉が印象的でした。また、災害時でも出産は始まります。駅などには急な出産に備えた備品
などはありますか？（兵庫県助産師会が災害時に使える出産介助キットを作成しているそうです）

特定非営利活動法人
　子育て支援のNPOまめっこ

電車内の優先席付近にある「優先席を必要としている人がいます」の掲示は優先席側ではなく、反対側の方が優先席に座ってい
る人は目に入るのでは？と思いました。

社会福祉法人
名古屋ライトハウス
情報文化センター

視覚障害の方でも出かけられる、出かけたくなる情報提供を積極的に行ってほしい。ハード面だけでは限界があるため、ソフト
面で可能な限りサポートができるようにしてほしい。

特定非営利活動法人
　子育て支援のNPOまめっこ

男性のトイレにもベビーキープ、おむつ替えシート、汚物入れの常備をお願いしたいです。
男性が利用できる授乳室も増えるといいなと思います。

特定非営利活動法人
　子育て支援のNPOまめっこ

参考資料3－2：旅行は小さな子どもがいる家庭にとってもハードルが高い。一番は移動時間・距離が長い場合に子どもが周り
に迷惑をかけるのではないか（電車・航空機内で泣いてしまわないか）ということ、旅行先に何を持っていけばいいかわからない
ため、「念のため」と準備をすることで大荷物になる。子どもと一緒だからこそ楽しめるプラン、子どもと一緒だと得するプラン
があれば旅行に行きたい家族は多いと思う。また、旅行先で子連れでも歓迎された経験を持つ人は、「また行きたい」となるた
め、旅行先での対応なども重要である。
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困りごと・事業者や行政機関への要望（一覧）
参考資料２

特定非営利活動法人
　子育て支援のNPOまめっこ

双子用ベビーカーがエレベーターに乗れない、お店の入口から入れない、ということがあります。

社会福祉法人
AJU自立の家

障がい者にとって移動することで最も大切なことは「統一性」だと思います。地域によって、会社によって仕組みや様式が変わる
ことは、バリアフリーが進化し全国規模で移動することができる社会になってきたことで、統一性が最も大切なものになってき
た。例えば、会社によって障がい者の乗車位置が違っていること。車両とホームの段差の違い。また、名古屋の地下鉄では、ホー
ムに段差解消の機能を付け始めたが駅によって大きな違いがあり、車椅子で大変な思いをしたことがある。

社会福祉法人
AJU自立の家

上下移動についてはエレベーターの大きさは最低15人乗りにするべきである。
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